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ウル グアイ に お け る 果樹産業の現状

ウ lレ グP ア イ ・ ラ ウ ン ド と い う 言葉 は 聞いた こ とがあ っ
て も ， ウ ル ク. ア イ がど こ に あ る か を 知 ら ない日本人 は 多
い と 思 う 。 地理的 に 南緯 30�35 度， 西経 53�59 度 の 間
に あ り ， 日本か ら は ち ょ う ど地球の裏側 で， 飛行機で 30
時間余 り かか る 。 温帯に 属 し ， 日本 と ほ と んど同 じ 作物

が栽培可能 であ る 。 面積は 17 . 6 万 km2 で日本の 約半分
であ るが， 人 口 は約 300 万で 1/40 で あ る 。 日本 と 逆 に 国

土の 85%以上が農牧林業 に 使用可能で， う ち 約 95%が
牧草地で あ る 。

1 栽培状況
日本 と ほ ぼ同 様 に カ ン キ ツが果樹の 約 半 分 で あ る 。

1990 年の デー タ で は カ ン キ ツ ， ブ ド ウ ， 落葉果樹がそれ

ぞれ栽培面積2. 1 ， l .2 及 びl .2 万 h a で あ り ， 農牧林業

全体 の わ ずか 0 . 3% で あ る 。 一 方 ， 生産量 はそれ ぞ れ

22. 0， 1l . 9 ，  7 . 7 万 t で あ り ， 生 産 額 に す る と 全体 の
3 . 8% に な る 。 日本 と 1 人 当 た り で比 較 す る と 面 積 は

3 . 6 倍， 量 は2. 3 倍 と な る 。
生産地 は南部地域 ( モ ンテ ヴ ィ デ オ 周 辺) が野菜 と と

も に プ ド ウ 及 び落葉果樹の 主産地で， いずれ も 生産量 の
80%以上 を 占 め て い るが， カ ン キ ツ は 10%位であ る 。 一
方， も う 一 つ の 園芸地帯は北西部の ウ ル グ ア イ 河沿岸地
域 ( モ ンテ ヴ ィ デオか ら 400�500 km) で， こ こ で は カ

ン キ ツ の栽培が盛 ん で約 80% を 占 め てい る 。

人 口密度が低い こ と も あ っ て経営規模 は大 き い。 特 に

カ ン キ ツ はその傾向が大 で， 栽培面積 1500 h a 以上 を 大
規模， 8 0  h a 以 下 を 小規模， そ の 中 聞 を 中規模 と し て お
り ， 単作が多い。 こ れ に 対 し て ブ ド ウ や落葉果樹 は経営

規模が小さ く ， 単一作 はむ し ろ 少 ない。 生産者の土地所

有形態 は普通作や野菜 作 は小作が多 く ， 自 作が 50%以下
であ る の に対 し て ， 果樹 は 自 作が約 80% で あ る 。

2 栽培品種
カ ン キ ツ で は 1989 年の デー タ で は オ レ ン ジ 55， レ モ

ン24， マ ン ダ リ ン 17， グ レー プ フ ルー ツ 4 % で あ る 。 オ

レ ン ジ はパ レ ン シ アが最 も 多 く ， 他 は ネーブルであ る 。
マ ンダ リ ン は エ レ ン デー ノレ と ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン で 70%
以上 を 占 め て い る 。 ブ ド ウ は イ サベル， タ ナー ト などの
古い品種が多かっ たが， ワイ ン の質が劣 る の で最近 フ ラ

ン ス や ド イ ツ の高級ワイ ン 用 品種 などへの改植が進んで
い る 。 リ ン ゴ は デ リ シ ャ ス 系が 75%以上， モ モ は レ イ デ
ル モ ンテが 40%余 り ， ナ シ で はパー ト レツ ト が 94%， マ

ル メ ロ は マ ン サーナが 60% と い う よ う に あ る 特定 の 品
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種の栽培が多 く ， 一般 に 品種 に 乏 し い。
3 果実の消費 と 販売

国民l 人 当 た り の 年間消費量 は ， 野菜 の 93 kg に 対 し
て果物 は28 kg であ る 。 そ の 内 訳 は リ ン ゴ 44， モ モ 26，
カ ン キ ツ 10， ナ シ 9， ス モ モ 7， ブ ド ウ 4 % で あ る 。

生産果実の行先 は ， ブ ド ウ は 95%がワイ ン 用 で あ る 。

し か し 最近生食用が増加傾向 に あ る 。 落葉果樹 は 主 と し
て 国 内 で生果で消費され て い る 。 輸出 は南米共 同市場 の
域内 で ご く わ ずかであ る 。 こ れ に 対 し て カ ン キ ツ は近年
徐々 に 輸出が増加 し ， 1990 年代 に 入 っ て 生産量 の 40%

台 に 達 し て い る 。 北半球 と収穫期が逆であ る こ と ， カ ン
キ ツ の 国際 価格が最近高騰 し て い る こ と などが輸出が活

発 に な っ た 主 な理 由 で あ る 。 南米の他の 固 と 異 な っ て 生
果 を輸 出 し てい る のが特徴で， 輸 出 先 は EC で は 主 に オ
ラ ン ダ と イ ギ リ ス ， その他北欧， 東欧 を 含 め て 90% を 占

め て い る 。 大規模生産者 は 自 己 のパ ッ キ ン グハ ウ ス を持
っ てい るが， 一般 に は協会 あ る いは組合 に 組織化されて
い る 。 輸出量 は 国際 価格に よ っ て 左右され， 最近 は マ ン
ダ リ ンが増加 し て レ モ ンが減少 し て い る 。

4 病害虫
カ ン キ ツ で は 古い園 でのソ ロ ー シ ス に よ る 表弱枯死 と

かい よ う 病が問題 で あ る 。 後者の対策 と し て 発生園の伐
採， 焼却 を 行 っ て き たが根 絶 に は至 っ て いな し 〉。 菌類病
で はそ う か病の果実の被害が輸出 に 影響 し てい る 。 害虫

で は カ イ ガ ラ ム シ類， ダニ類， コ ナ ジ ラ ミ ， ス リ ッ プス
類がキーペ ス ト と され てい る 。 春先か ら収穫期 に 至 る ま

で 10 回ぐ ら い薬剤散布が行わ れ て い る 。 防除費 は 1 h a  
当 た り 200�400 ド ル の範囲で， いずれ も 全生産 コ ス ト の

20%前後で あ る 。 ブ ド ウ で は リ ー フ ロ ー ル の 被害が大
で， 最近 ウ イ ル ス フ リ ー苗への改摘が進 め ら れて い る 。
河川 の 沿岸で高湿の産地では黒 と う 病 と べ と 病の被害が
大 き い。 収益性の悪さか ら た と え 有効で も 高価な薬剤 は

使 え ない と い う 問題 を 抱 え て い る 。 害虫ではハマ キ ム シ

類 と アザ ミ ウ マ 類の被害が知 ら れて い る 。 落葉果樹で は
枝幹 病害， 根 腐病， ナ シ ヒ メ シ ン ク イ ， コ ド リ ン ガが問
題であ る 。

お わ り に

中小規模生産者の経営改善 を 目 標 に 技術協力 を 行 っ て
き たが， 経営規模の大 き さか ら日本式の き め こ ま かい栽
培技術がその ま ま 応用 で き ない こ と は 当 然で あ る 。 ウ ル
グ ア イ の 自 然条件， 経営形態 など を 十分頭 に 入れ て かか
ら ね ばな ら ない こ と を 痛感 し た 次第であ る 。

(田 中寛康)
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